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資料５ 

 

 

給食センター方式・自校調理方式の特徴（メリット・デメリット） 

 

 

 

１．平成１１年９月 宇治市学校給食調理方式見直し懇話会答申書より抜粋 

 メリット デメリット 

自校 

方式 

・温かい給食 

・見える給食 

・（コスト面の課題） 

センター 

方式 

・スケールメリットにより全市

画一化が図れる。 

・焼き魚等の多様な給食が可能

となる 

・冷めた給食への対策を要する 

・見えにくい給食への取組みを要

する 

 

 

２．令和元年８月 宇治市中学校給食検討委員会報告書より抜粋 

 メリット デメリット 

自校 

方式 

・食中毒発生時に自校のみにな

るので広がりが少ない。 

・出来たての温かい給食が食べ
られる。 

・交通事情等に影響されない。 

・食育において各校の実態に応

じた独自の取組を行いやす

い。 

・調理や処理など実際の様子を

生で見られ、交流しやすい。 

・衛生面での一元管理ができない

ため食中毒の発生確率が高くな

る。 

・学校ごとで食育の教育状況に差

が出る。 

・生徒数は減少しており施設が過

大なものにならないか。 

・中長期的にもコストを抑制でき

ない。 

センター 

方式 

・衛生面について一元管理可能。 

・施設が 1 ヶ所に集中している

ため改善が対応しやすい。 

・（温かい給食について）配送面、

保温技術も高く、問題ない（保

・食中毒の被害の範囲が大きくな

る。 

・校時に合わせた細かい調理が難

しい。 

・配膳室までの動線整備が必要。 
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温（冷）食缶の使用でむしろい

い状態ではないか）。 

・市内全域に効果的に食育活動

を展開できる。 

・観せる動線により調理・物流な

どの施設見学が可能になる。 

・一元管理により維持・運営コス

トが低く抑制可能。 

・初期経費が大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊第 4回中学校給食検討委員会（平成 30年 11 月 26 日）で視察した兵庫県伊丹市立

中学校給食センターの様子（見学通路より） 
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